
解 答
１１ ７唄 欝 蔚宗 ０.５１
２４ １０

３２５個 ８枚 １２枚 午後４時４０分就 唄 欝 蔚Ａ Ｂ

４２個 １６０個州 唄 欝

５：１ ７分 １０：２１：５修 唄 欝① ②

４人 １６人 ７人愁 唄 欝① ②

２５ ５：１ ５０：１９拾 唄 欝或 ① ②

或 或 或洲 唄 欝 蔚９.４２ ６３.１４ ３１２

解 説
５

130個は初日の残りの―であり，初日の残りは，全体の64％分より，全体の個数は，就 唄
８

５ 64
130÷ ÷ ＝325（個）

８ 100

Ａ，Ｂの周りの長さはともに12㎝より枚数の和は，240÷12＝20枚。１枚の面積はＡが８ でＢが９ より，欝 或 或

つるかめ算を利用して，

（９×20－172）÷（９－８）＝８枚…Ａ

20－８＝12枚…Ｂ

１時間に３分進む時計を時計Ａとする。正しい時計で60分進むとき，時計Ａでは63分進むので，進む速さの比蔚

は （正しい時計 ： 時計Ａ）＝60：63＝20：21。時計Ａが７時間＝420分進んだとき，正しい時計でＸ分進ん， ）（

だとすると，20：21＝Ｘ：420とおける。これより，Ｘ＝20×420÷21＝400（分）→６時間40分

したがって正しい時刻は，午前10時＋６時間40分→午後４時40分

青玉の個数は，赤玉の個数より18個多い。赤玉の個数も18も６の倍数なので，青玉の個数も６の倍数。また，州 唄

問題文より青玉の個数は７の倍数。つまり，青玉の最小の個数は，６と７の最小公倍数の42個。

のとき，赤・白・青の個数の和は100個。青玉の個数は42の倍数で，赤・白・青の個数の差は一定だから，欝 唄

青玉が42個増えると他の玉も42個ずつ増える。つまり，赤・白・青の個数の和は42×３＝126個ずつ増える。個

数の和が400を超えるのは，100＋126×３＝478のとき。よって，このときの白玉の個数は34＋42×３＝160個。

「家（歩き）Ａ（バス）Ｂ（歩き）学校」の行き方をア 「家（自転車）Ａ（バス）Ｂ（歩き）学校」の行き修 唄 ，

方をイとすると，アとイの所要時間の差は52－28＝24分。これは家～Ａの（歩きと自転車での）時間の差と等し

１ １いので，家～Ａの歩きの時間は６＋24＝30分。よって，自転車と歩きの速さの比は， ： ＝５：１
６ ３０

①家から学校まですべて歩きの行き方をウとする。ウの時間は１時間48分＝108分。アとウの時間の差は，欝

108－52＝56分であり，これは，ＡＢ間の時間の差に等しい。問題文より，バスと歩きの速さの比が，９：１よ

１ １り，ＡＢ間をバスで行くときと歩と歩きで行くときの時間の比は， ： ＝［１ ： ９ 。］［ ］
９ １

比の差［８］が56分より，バスでの時間［１］は，56÷８＝７分。

② より，家～Ａは歩きで30分。 ①より，ＡＢ間は歩きで（ ９］＝７×９＝）63分かかる。よって，Ｂ～学唄 欝 ［

校は歩きで108－（30＋63）＝15分かかる。よって （家～Ａ ： ＡＢ間 ： Ｂ～学校）＝30分：63分：15分。， ）（ ）（

速さは一定より，これが道のりの比と等しくなるので，答えは，10：21：５

右の表に整理して考える （ 好き」を○ 「きらい」を× 「好きで愁 。「 ， ，

もきらいでもない」を△としている ）。

右の表のケの人数を求めればよい。最低１回は△の15人とは，唄

右表のウ＋カ＋キ＋ク＋ケであり，

（ウ＋カ＋ケ）＋（キ＋ク＋ケ）＝10＋９＝19人

より，19－15＝４より，ケは４人。

① 表のアの人数を求めればよい。欝

（ア＋イ＋ウ）＋（ア＋エ＋キ）

＝ア×２＋（イ＋エ）＋（ウ＋キ）
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× エ オ カ ２１

△ キ ク ケ ９

合計 ３２ １８ １０ ６０



＝32＋30＝62人。

， 」 ， 」，ここで （イ＋エ）は一方に「好き ，他方に「きらい」と答えた22人のことであり （ウ＋キ）は一方に「好き

他方に「好きでもきらいでもない」と答えた８人だから，ア×２＋22＋８＝62となり，アは，

（62－22－8）÷２＝16人。

② 今度はオを求める。イ＋ウ＋エ＋オ＋カ ＝（30－16）＋21＝35人。イ＋エ＝22人，ウ＋カ＝10－４＝６人

より，オは，35－（22＋６）＝７人。

四角形ＡＢＣＤから直角三角形４個（ＡＱＰ・ＢＱＲ・ＣＴＳ・ＤＰＴ）拾 唄

を引けばよい。

６×７－（２×４÷２＋３×３÷２）×２＝42－17＝25（ ）或

①ＱＸとＸＲの比は，高さが等しい三角形ＰＱＸと三角形ＰＸＲの面積欝

の比と等しい。 より五角形の面積は25 で，右の図よりＰＱＲの面積唄 或

は，五角形からＰＲＳとＰＴＳの面積を引けばよいので，

25－（６×３÷２＋６×３÷２）＝10（ ）或

問題文より，直線ＰＸは五角形の面積を３等分する直線の１つなので，三角形

１
ＰＱＸの面積は，25÷３＝８― 。よって，三角形ＰＸＲの面積は，或

３
１ ２ １ ２

10－８―＝１― 。したがって，ＱＸ：ＸＲ＝８―：１―＝５：１或
３ ３ ３ ３

②ＰＹとＹＴの比は，高さが等しい三角形ＰＸＹと三角形ＹＸＴの面積の比と等しい。三角形ＰＸＹの面積は五

１ １角形の面積の―なので，８― 。三角形ＹＸＴの面積は，ＹＸＲＳＴの面積から三角形ＴＸＲとＴＲＳの面積或３ ３

を引いて求める。

１
ＹＸＲＳＴの面積は８― 。右の図において，ＱＢＣＴは或

３

台形より，面積は（４＋３）×７÷２＝24.5（ 。これから或）

三角形ＱＢＲとＴＲＣの面積を引いて三角形ＱＲＴの面積

を求めると，24.5－（２×４÷２＋５×３÷２）＝13（ 。或）

１ １
ＱＸ：ＸＲ＝５：１より，三角形ＴＸＲの面積は，13×―＝２―（ 。或）

６ ６

三角形ＴＲＳの面積は，２×３÷２＝３（ 。よって，三角形ＹＸＴの面積は，或）

１ １ １ １ １
８―－２―－３＝３―（ 。したがって，ＰＹ：ＹＴ＝ＰＸＹ：ＹＸＴ＝８―：３―＝50：19或）

６ ６ ３ ３ ６

Ｑの動く範囲を，展開図上にかくと図１の斜線部分のおうぎ洲 唄

３
形で，その面積は，２×２×3.14×―＝9.42（ 。或）

４

Ｑの動く範囲を，展開図上にかくと図２の斜線部分の通り。欝

長方形の部分は，４×15＝60（ 。左右のおうぎ形について，或）

中心角は角ＤＡＧと角ＥＢＨの角度の和を求める。図２より，

角ＤＡＧ＋角ＧＡＢ＝角ＤＡＣ＋角ＣＡＢであり，角ＤＡＣ

と角ＧＡＢは90度だから，角ＤＡＧ＝角ＣＡＢ。同様に，角

ＥＢＨ＋角ＨＢＡ＝角ＥＢＣ＋角ＣＢＡであり，角ＥＢＣと

角ＨＢＡは90度だから，角ＥＢＨ＝角ＣＢＡ。また，三角形

ＡＢＣについて，角ＣＡＢと角ＣＢＡの角度の和は90度。

よって，角ＤＡＧと角ＥＢＨの角度の和も90度となる。

１
したがって，左右のおうぎ形の面積は，２×２×3.14×―＝3.14（ 。或）

４

これより，斜線部分の面積は，60＋3.14＝63.14（ 。或）
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三角形ＡＢＣ上の通過部分は図３の色のついた部分。蔚

三角形ＡＢＣの面積は54 より，ＣＰの長さは，或

54×２÷15＝7.2（㎝ 。よって，ＣＯの長さは，）

7.2－２＝5.2（㎝ 。三角形ＡＢＣと三角形ＩＫＣは）

相似で，相似比はＣＰ：ＣＯ＝7.2：5.2＝18：13。

２
よって，ＣＩ＝12÷18×13＝８―㎝。

３

２ ２
よって，ＪＩの長さは，８―－２＝６―㎝。

３ ３

三角形ＩＮＪも三角形ＡＢＣと相似なので，

２ ３
ＪＩ：ＪＮ＝４：３。よって，ＪＮの長さは，６―×―＝５（㎝ 。よって，ＬＮの長さは，５－２＝３（㎝ 。） ）

３ ４

ＬＮ：ＬＭ＝３：４より，ＬＭの長さは４㎝。したがって，三角形ＭＮＬの面積は，３×４÷２＝６（ 。或）

また，長方形の面については，右の図４の色

のついた部分が通過部分になる。図４におい

て通過しない部分は，たての長さが６㎝で，

横の長さの合計が，８＋11＋５＝24（㎝）の

長方形で，その面積は，６×24＝144（ 。或）

三角柱の表面には図３が２つと図４が１つあ

り，Ｑがで通過しない部分の面積の合計は，

６×２＋144＝156（ 。三角柱の表面積は，或）

54×２＋10×（12＋15＋９）＝468（ 。或）

したがって，通過部分の面積は，468－156＝312（ 。或）
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